
① 早めの計画づくり
　　2週間前を目安に「何をどの日にやるのか」、
　「提出物はいつまでに終わらせるか」など具体
　的に決めておくと、安心して取り組めます。
② 提出物は「理解のチャンス」
　　間違えたところを解き直すことが力を伸ばす
　ポイントです。「できなかった問題をできるよ
　うにする」ことを大切にしましょう。
③ 毎日の積み重ね
　　短時間でも毎日続けることが効果的です。家
　庭での学習習慣を整えることが、安定した力に
　つながります。
④ 生活リズムを整える
　　「夜更かしをしない」、「朝食をしっかりと
　る」、「スマートフォンの時間を調整する」な
　ど、体調管理も大切な準備です。
⑤ わからないことはそのままにしない
　　疑問に思ったことは、友達や先生に質問し、
　「わからない」を残さないことを心がけましょ
　う。

テストに向けたポイント 6

 　6月に入り、新しい学年にも少しずつ慣れ、学校生活に落ち着きが見られるよう
になってきました。日々の授業や係活動、部活動などに一生懸命取り組む姿から
は、それぞれの成長が感じられます。
　中学2年生は、学校の中では「中堅学年」としての立場にあります。3年生のよう
に前に立って引っ張る場面もあれば、1年生を支え、手本となる姿が求められる場面
もあります。目立つ仕事だけでなく、日常の何気ない行動の一つ一つが、周囲に与
える影響は決して小さくありません。
　例えば、気持ちのよい挨拶をすること、時間を守って行動すること、掃除や係の
仕事に責任をもって取り組むこと。そうした「当たり前のこと」を丁寧に続ける姿
は、周りの人に安心感を与え、学年全体の雰囲気をよりよいものにしていきます。
そして、それはやがて自分自身への信頼や自信にもつながっていきます。
　この時期は、自分のことで精一杯になったり、周りとの関係に悩んだりすること
もあるかもしれません。しかし、その中で「自分が周りのためにできることは何
か」、「どうすればよりよい集団になるか」を少し意識するだけで、見える景色は
大きく変わっていきます。
　これから行事や日々の活動を通して、さらに活躍の場が広がっていきます。一人
一人が自分の役割を大切にしながら、自分なりのペースで成長していくことを期待
しています。小さな積み重ねを大切にし、学年全体で支え合いながら進んでいきま
しょう。

中２らしさと役割

2026/5/29

月号
2026年度６

STARS
京
都
市
立
伏
⾒
中
学
校 

２
年
⽣ 

学
年
通
信

Smile
Try

Action
Respect
Song


	① 早めの計画づくり
	② 提出物は「理解のチャンス」
	③ 毎日の積み重ね
	④ 生活リズムを整える
	⑤ わからないことはそのままにしない

